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Ⅰ．はじめに
　「助産師」は保健師助産師看護師法において，厚生労
働大臣の免許を受けて，「助産又は妊婦，じよく婦若し
くは新生児の保健指導を行うことを業とする女子をい
う．」と規定されている．少子高齢化社会の現在，年間
出生数は年々減少を続け，2019年には86万5,239人とな
りこれまでの最少出生数となった1）．また2020年は，新
型コロナウイルス感染症の蔓延により，母胎への影響や
新しい家族を迎える事への様々な不安，雇用に関連した
経済不安を持つ人が増加し，ますます少子化は深刻化し
ていくと予想されている．
　就業している大多数の助産師は医療施設で勤務してお
り，主に周産期領域でその役割を担っているが，上述し
たように社会情勢が目まぐるしく変化する中，助産師の
役割や実践能力として求められるものも徐々に変化して
きている．公益社団法人日本助産師会は「助産師のコ
ア・コンピテンシー」2）とは，日本の助産師に求められ
る必須の実践能力であるとし，『倫理的感応力』，『マタ
ニティケア能力』，『ウィメンズヘルスケア能力』，『専門
的自律能力』の 4 つの要素から構成されているとしてい
る．このようなことから，助産師は周産期の女性や家族
への支援のみならず，思春期や更年期等といった，すべ
ての女性の生涯における様々な健康問題に対して，より
女性とその家族のメンバーが健康的な生活が送れるよう
にサポートする役割が，今後はますます重要になってく
ると思われる．昨今では，職を離れることなく職種に必
要なスキルを磨く「リスキリング」3）が注目されている．
助産師の個人的興味・関心による学習や職業上必要な知
識・技術の向上，学び直しにとどまらず，社会情勢に応
じ，助産師に必要とされる様々なスキルも常に変化して
いくという考え方も拡がりつつある．長崎大学生命医科
学域リプロダクティブヘルス分野では，一般社団法人長
崎県助産師会と協働し，コロナ禍の現状でも助産師に向
けて継続した学びの機会を提供したいと考え，eラーニ

ングコンテンツを利用したオンデマンド研修を実施した．
本活動報告では，2020年度，2021年度前半のオンデマン
ド研修の概要，受講者へのアンケート調査の結果，課題
や今後の取り組みについて述べる．

Ⅱ．オンデマンド研修の概要
 1 ．eラーニングコンテンツの企画・配信について
　助産師会のコアコンピテンシーをベースに検討し
（図 1 ），eラーニングコンテンツについて，社会情勢上
必要な知識や助産師自身が関心の高い分野について内容
を決定した．講師を決定後，学内の施設で動画の撮影を
実施した．１科目の時間数は概ね90分になるように講師
に依頼した．2020年度，2021年度に配信した科目につい
ては，表 1 に示す．
　科目の配信期間は 1 科目につき約 1 か月間とし，就業
している助産師が余裕をもって，計画的に視聴ができる
ように開講した．また月ごとの配信を見逃した場合を考
慮し，約 2 週間全科目の再配信を行う期間を設けた．

 2 ．受講者の募集について
　オンデマンド研修開催のリーフレットを作成し，一般
社団法人長崎県助産師会の公式ホームページへの掲載，
メーリングリストによる広報を行った．また本研修は全
国の助産師に向けたものでもあるため，一般財団法人日
本助産評価機構からアドバンス助産師4）に向けたメーリ
ングリスト（研修情報のご案内）においても広報を依頼
し，配信してもらった．
　受講の流れとしては，受講希望者は研修費の口座振り
込み後，一般社団法人長崎県助産師会の研修受付担当者
に研修申し込みを行う．その後，実務担当者から，研修
受講のためのマニュアルの送付，ユーザー名，初期パス
ワードの通知を行った．2020年度は長崎県助産師会会員
42名，県内非会員助産師24名，県外助産師15名，延べ81
名が受講した．また2021年度前半は長崎県助産師会会員
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図１．助産師のコア・コンピテンシー（臨床実践能力）の構造
＊日本助産師会のコア・コンピテンシー（https://www.midwife.or.jp/midwife/competency.html）に能力項目を加筆

表１．配信したeラーニングコンテンツ

表２．アンケート調査項目

【2020年度配信科目】*2020年 7 月13日から2021年 1 月11日まで配信

科目 1 プレコンセプションケア　～低用量ピル・性感染症について～ 講師：中山安彩美氏

科目 2 発達障害のある子どもとのコミュニケーションと家族の支援 講師：岩永竜一郎氏

科目 3 妊娠中および授乳中の母子の薬剤について 講師：青木　幹弘氏

科目 4 災害に備える意識と助産師ができること 講師：早瀬　麻子氏

【2021年度配信科目】*2021年5月1日から2021年8月31日まで配信

科目 1 乳児の発達と発育について　～運動発達を中心に～ 講師：鶴崎　俊哉氏

科目 2 助産師も知っておきたい遺伝のはなし 講師：佐々木規子氏

科目 3 豊かな人生のための性と生 講師：中村まり子氏

科目 4 マナーとコミュニケーション～信頼関係を築くために～ 講師：山崎　紀子氏

調査時期 質問項目 回答方式

受講前 【受講者の背景】
 Q 1．ご年齢についてお答えください
 Q 2．ご職業についてお答えください

多肢選択式

【研修を知ったきっかけ】
 Q 3．どのようにしてこのオンデマンド研修を知りましたか（複数回答）
【オンデマンドについて】
 Q 4．（2020年のみ実施）受講方法説明を理解し，オンデマンド研修への
 　　 アクセスは出来ましたか

各科目後 【講義内容について】
 Q 5．講義内容は理解しやすかったですか
 Q 6．講義内容は満足のいくものでしたか
 Q 7．この講義はあなたにとって有用でしたか

受講後 【オンデマンドの評価】
 Q 8．オンデマンド研修の費用について
 Q 9．オンデマンド研修を受講してみて，総合的な評価をお答えください

【希望する研修内容】
 Q10．今後希望する研修の内容について，自由にご意見をお書きください

自由回答
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が29名，県内非会員助産師 8 名，県外助産師151名，延
べ188名が受講した．

 3 ．受講時のサポート体制について
　オンデマンド研修は受講者がPC，タブレット端末，
スマートフォン等を利用し，Wi-Fi 環境があれば，いつ
でもどこでもアクセスが出来るようになっている．昨今
ではITリテラシーの向上に伴い，オンデマンド研修へ
のアクセスや視聴もスムーズになってきているが，動画
閲覧に関するトラブルや受講者からの問い合わせについ
て実務担当者 1 名が対応を行い，受講者の学習意欲を継
続できるようにサポートを行った．

 4 ．受講者へのアンケート調査の実施について
　オンデマンド研修受講者に対し，科目終了時にWeb上
で回答できるアンケート調査を作成し協力を呼びかけた．
アンケート調査の目的は，受講者の受講に関する率直な
意見や感想をもとに，次に向けてより良い配信科目の企
画を行い，よりスムーズに受講できるための改善点を知
ることである．アンケート内容を表 2 に示す．科目 1
（最初の科目）の配信時に共通の質問として Q 1 から
Q 4 を，各科目後に講義内容に関するアンケート項目
Q 5 から Q 7 の 3 つを設け，理解しやすさ，満足度，有
用性について尋ね，科目 4（最後の科目）の配信時
に Q 8 から Q10によって受講後の評価を得た．なお，
Q 1 ～ Q 9 については多肢選択式，Q10 は自由記載式と
した．アンケート調査結果については後述する．

 5 ．研修修了証の発行について
　全科目の視聴を修了した受講生に対し，科目ごとに
「研修修了証」を発行した．本オンデマンド研修は，
2015年より開始された CLoCMiP®（助産実践能力習熟
段階）レベルⅢ認証制度は助産師の助産実践能力を審査
し，一定の水準に達していることを認証する制度への新
規申請や更新申請を行うアドバンス助産師を支援する．
また，研修修了証の発行は，自身のポートフォリオとし
て助産師が自らの目標を持ち，獲得した能力や成果を蓄
積するためにも有効であると考えられる．

Ⅲ．アンケート調査結果
 1 ．受講者の背景
　2020年と2021年に実施したアンケート結果（図 2-1）
より，受講を希望した助産師は40代が最も多く，50代を
合わせると全体の55 ～ 67％を占めた．これは前述した
アドバンス助産師の認証を持つ助産師が，自身の認証更
新のために，本オンデマンド研修の受講を希望したもの
と考えられる．受講者の内訳は，ほとんどが医療機関で
就業する助産師であったが，市町職員や教員，助産師養
成コースの学生も含まれていた．オンデマンド研修の周
知について，長崎県内の助産師については一般社団法人

長崎県助産師会のホームページや配布したパンフレット
を閲覧し受講申込みをする人が多かった．県外の助産師
については日本助産評価機構が配信するメーリングリス
トを通じて研修の実施を知り，申込みをされる場合がほ
とんどであった．2020年度のみ実施した，オンデマンド
研修へのアクセスについては，87.9％がスムーズにでき
たと回答していた．

 2 ．講義内容について
　調査結果（図 2-2）より，ほとんどの受講者が講義内
容は「理解しやすかった」，「満足だった」，「有用であっ
た」と回答した．講義内容の理解度について「どちらと
もいえない」と回答した人の割合がやや多かった科目を
見てみると，2020年度では「妊娠中および授乳中の母子
の薬剤について」，2021年度前半では「助産師も知って
おきたい遺伝のはなし」が挙げられた．助産師が業務の
中で日常的に遭遇することが考えられる内容ではあるが，
これまで体系的に学ぶ機会が少なく，内容が少し難しく
感じられたのではないかと考えられる．また講義内容が
自分にとって有用かどうかについて「どちらともいえな

図２−１．受講前の調査結果：受講者の背景
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い」と回答した人の割合がやや多かった科目を見てみる
と，2020年度では「プレコンセプションケア～低用量ピ
ル・性感染症について～」，2021年度前半では「乳児の
発達と発育について」，「助産師も知っておきたい遺伝の
はなし」が挙げられた．自分の通常業務と関連が少ない
内容については，「有用である」とは感じにくいのでは
ないかと考える．

 3 ．オンデマンド配信や今後の研修について
　オンデマンド研修の受講費は，長崎県助産師会会員は
 4 科目3,000円，非会員は5,000円，学生は無料とした．
また県外の助産師は5,000円と設定した．2020年度，
2021年度前半ともに，90％以上の人が費用について「妥
当」，「安い」と回答した．
　オンデマンド研修を受講してみての総合的な評価とし
て2020年度，2021年度前半ともに，約98％の人が「とて
も良かった」，「良かった」と回答した．
　今後希望する研修の内容や受講そのものについて，自
由記載とし，受講者の率直な意見を尋ねた．以下，2020
年度受講者からの意見を一部紹介する．
　・災害について知識が十分でなく，大変勉強になりま
した．非常時より準備を行っていくことが重要であ
り，勤務先での対策も考えていくきっかけにしてい
きたいと思います．

　・他県の助産師も受講できた．研修を受けに行くのが
困難な時期でもあり，また，小さい子どもがおり，
研修に参加するのが難しくて研修参加はあきらめて
いたが，自宅でも受けられるので大変勉強になった．

　・産後ケア実務者研修の対象講座があると嬉しいです．
　・もし可能であれば質問の対応などもできるようにな
るといいなと思います．講義準備だけでなく配信の
準備などとても大変かと思いますが，私には本当に
ありがたい研修でした．

　以下，2021年度前半の受講者からの意見を一部紹介す
る．
　・今回オンデマンド研修に参加し，様々な分野の研修
が受講でき大変満足しています．今後も助産師の必
修はもちろん大切ですが，「人として」「円滑なコ
ミュニケーション・コミュニケーションスキル」
「対人関係の形成」などアサーティブな研修もとて
も魅力的だと思います．

　・オンデマンド配信なので，1 単元ごとに切って配信
していただけるのはとてもありがたかったです．

　・オンデマンドで好きな時間に視聴できるので便利で
した．

　・オンデマンドだと他県からも参加しやすいので，今
後も続けてほしい．

　・今回目的をもって研修参加をしましたが，日々業務
に関わる中，視野を広げるために，容易に興味ある
テーマ等が検索＆受講できるように情報発信してい

図２−２．受講後の調査結果：　　　　　　
　　　　　受講内容に関するフィードバック
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ただけるとありがたいです．同時に，常にアンテナ
を高く持てる心持であれるような度量があるといい
なと感じました．

　・どの研修内容も普段，なかなか受講できないもので
した．時間配分も適切でしたし，1 か月開講してく
ださったことは，自身の状況で受講でき，本当に助
かりました．今後もこのような機会に接することが
できると嬉しいです．

　・全科ともに，分かりやすい内容であった．とても興
味深く拝聴しました．今後の助産師活動において参
考になりました． 

Ⅳ．今後に向けて
　新型コロナウイルス感染症の蔓延の影響により，対面
での研修開催が自粛される中，インターネット環境を利
用したオンデマンド研修は，助産師のリスキリングとし
て一定の効果が得られ，今後も大きなニーズがあると考
えられる．長崎県内の助産師はもとより，全国の助産師
が学習できる機会を作り，日々学び続ける支援について
考えていくことの重要性を感じている．また，オンデマ
ンド研修であっても，講師への質問が出来，疑問点など
の解消のために双方向のインターラクションができるよ
うな体制づくりも必要であると考えた．
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